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 昨年から取り組んできた「２０１７年春闘

アンケート」がこのほど集約できました。全

国から 5,344人のご協力で昨年を上回る結果

となりました。ご協力いただいたみなさんあ

りがとうございました。 

 

 特徴は、今の職場の不平・不満の設問に対

し「要員不足」が正規、非正規社員を問わず

「賃金が安い」を上回りました。これは、日

ごろの職場の人員不足がそのまま反映され

た結果となり、「とにかく人を増やして！」

が社員の声であり要員不足解消は急務です。 

 日ごろの要員不足は、このところ東京支社も

認めています。これまで「期間雇用社員１００

０人不足」と言ってきた支社ですが、年繁交渉

で「９５０人になりました」と言うもののこれ

では焼け石に水です。あげくの果ては、（本社

に）「要員不足があるといっているが回してく

れない」と泣き言です。 

お昼も休まず連日の残業。急いだ結果に交通

事故。これが現場の実態ですでに限度を超えて

います。支社の「必要な要員は措置している」

との従来回答から「要員不足」を認めさせるま

でに追い込みました。 

今年の春闘では、賃上げや均等待遇とあわせ

て「増員」も待った無しの重要な課題です。 


